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【はじめに】我々は昨年、酢酸・ベンゼンダイマーイオンの電子、幾何構造を、光解離分光










質量スペクトルを示す。ここで、n=1-4 では H+•An•W に対し
て H+•Anのイオン強度がはるかに大きいが、n=5 では H+•A5•W	 
が H+•A5を上回っていることがわかる。この H+•A5•W の特異
な安定性から、H+•An•W	 （n=1-4）	 とは異なる、n=5 特有の
安定構造が存在することは容易に予想される。図２に
H+•An•W の赤外スペクトルを示す。n=1-4 では、3600	 cm-1
付近に酢酸のフリーのOH伸縮振動と帰属されるバンドが
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